
　
徳
川
家
康
は
75
年
の
生
涯
で
膨
大
な
数
の
文
書
を

発
給
し
ま
し
た
。
そ
の
数
は
分
か
っ
て
い
る
だ
け
で

３
千
６
０
０
点
を
超
え
る
と
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
多
く
は
書
記
で
あ
る
右
筆
が
書
い
た
も
の
で
、

自
筆
と
な
る
と
数
が
限
ら
れ
、
な
か
で
も
書
状
の
類

は
二
十
数
点
と
い
わ
れ
ま
す
。
写
真
の
古
文
書
は
そ

の
中
の
一
通
で
、
長
女
の
亀
姫
に
宛
て
た
も
の
で
す
。

　
左
上
に
書
か
れ
た
宛
名
の
「
お
は
た
」
が
亀
姫
の

こ
と
で
、
そ
の
下
の
大
納
言
が
家
康
で
す
。
亀
姫
が

嫁
い
だ
三
河
国
の
武
将
奥
平
信
昌
は
、
天
正
18
年

（
１
５
９
０
）
8
月
以
後
に

上
野
国
甘
楽
郡
小
幡
（
群
馬

県
甘
楽
町
）
の
領
主
と
な
り
、

夫
人
で
あ
る
亀
姫
は
「
小
幡

殿
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
家

康
も
文
禄
5
年
（
１
５
９
６
）

5
月
に
内
大
臣
に
な
る
の
で
、

手
紙
は
そ
の
間
に
書
か
れ
た

も
の
で
す
。

　

内
容
を
意
訳
す
る
と
、「
手

紙
が
届
き
ま
し
た
。
大
変
う

れ
し
く
拝
見
し
ま
し
た
。
こ
ち

ら
は
和
議
が
整
っ
た
の
で
、
近

い
う
ち
に
凱
陣
と
な
る
で
し
ょ

う
。
安
心
す
る
よ
う
に
。
繰
り

返
し
ま
す
が
、
手
紙
を
う
れ
し

く
読
み
ま
し
た
。」
と
な
り
ま
す
。
文
中
の
和
議
が
整

い
凱
陣
す
る
と
い
う
文
言
か
ら
、
家
康
は
ど
こ
か
に

出
陣
中
で
、亀
姫
は
父
へ
陣
中
見
舞
い
の
手
紙
を
送
っ

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
天
正
18
年
か
ら
文
禄
5
年
ま
で
の
間
に
家
康
が
長

期
の
出
陣
を
し
た
戦
は
、
天
正
19
年
に
東
北
で
起

こ
っ
た
九く
の

戸へ

政ま
さ

実ざ
ね

の
乱
が
該
当
し
ま
す
。
家
康
は
7

月
19
日
に
江
戸
を
た
ち
、
奥
州
岩
手
沢
（
宮
城
県
大

崎
市
）
に
滞
在
し
、
10
月
29
日
に
戻
り
ま
し
た
。
九

戸
政
実
は
9
月
5
日
に
降
伏
し
た
の
で
、
手
紙
の
執

筆
時
期
は
そ
の
頃
か
ら
家
康
が
奥
州

を
出
発
す
る
ま
で
に
絞
ら
れ
ま
す
。

　
亀
姫
の
四
男
の
松
平
忠た
だ
明あ
き
らは
奥
平
松

平
家
の
初
代
当
主
と
な
り
、
9
代
目
の

松
平
忠た
だ

堯た
か

が
文
政
6
年
（
１
８
２
３
）

に
忍
藩
主
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

松
平
家
が
勧
請
し
た
忍
東
照
宮
に
家
康

の
自
筆
の
手
紙
が
伝
わ
り
ま
し
た
。
家

康
は
生
前
に
７
回
忍
城
を
訪
れ
、
死
去

後
に
霊
柩
が
久
能
山
か
ら
日
光
に
移
さ

れ
る
際
に
、
忍
に
一
泊
し
ま
し
た
。
今

年
は
家
康
が
亡
く
な
っ
て
４
０
０
年
に

な
り
ま
す
。
こ
の
古
文
書
は
、
忍
と
家

康
の
所
縁
の
深
さ
を
伝
え
て
く
れ
る
資

料
と
も
い
え
ま
す
。
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■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をデイジー版に録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。
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歴
史
を
語
る
こ
の〝
い
っ
ぴ
ん
〞
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亀
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家
康
自
筆
書
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忍
東
照
宮
所
有

　6月11日・12日の2日間、古代蓮の里東側の田んぼで田植え体
験参加者やボランティアなどが参加し「田んぼアート」の田植え

が行われました。
　今年は誕生30周年を迎えた大人気ゲームシリーズ『ドラゴンクエスト』の第１
作のパッケージをモチーフにしたデザインで、過去最多の９種類の苗を使用して
描きます。参加者らは、泥んこになりながらも田んぼに浮かび上がる壮大な絵に
思いをはせ、丁寧に苗を植えていました。

このコーナーで紹介する施設を募集していますので、希望
される場合は広報広聴課までご連絡ください。

　行
ぎょう

田
だ

サポートひだまりは、小
しょう

学
がく

1年
ねん

生
せい

から高
こう

校
こう

3年
ねん

生
せい

を対
たい

象
しょう

にした
放
ほう

課
か

後
ご

等
とう

デイサービスの施
し

設
せつ

だよ。
　現

げん

在
ざい

14人
にん

が登
とう

録
ろく

していて、友
とも

達
だち

同
どう

士
し

で遊
あそ

んだり、職
しょく

員
いん

にサポートし
てもらいながら宿

しゅく

題
だい

をしたりして放
ほう

課
か

後
ご

を一
いっ

緒
しょ

に過
す

ごしているんだ。
学
がっ

校
こう

や学
がく

年
ねん

に関
かん

係
けい

なく、みんなとっても仲
なか

良
よ

しなんだって。また、月
つき

2回
かい

土
ど

曜
よう

日
び

には Ｓ
ソーシャルスキルトレーニング

Ｓ Ｔ（社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

技
ぎ

能
のう

訓
くん

練
れん

）の授
じゅ

業
ぎょう

が行
おこな

われてい
るよ。ロールプレイや発

はっ

表
ぴょう

などを通
つう

じて、楽
たの

しみながらコミュニケー
ション力

りょく

をはじめとした生
せい

活
かつ

に必
ひつ

要
よう

な能
のう

力
りょく

をお互
たが

いに高
たか

めあってい
るんだ。
　仲

なか

間
ま

と一
いっ

緒
しょ

に成
せい

長
ちょう

できる行
ぎょう

田
だ

サポートひだまり。「学
がく

習
しゅう

や遊
あそ

びを通
つう

じて自
じ

分
ぶん

に自
じ

信
しん

をつけてもらいたい」って職
しょく

員
いん

の皆
みな

さんは話
はな

してく
れたよ。気

き

になった方
かた

は、見
けん

学
がく

や相
そう

談
だん

をしてみてくださいね。

【住所】持田1―4―16　【電話番号】556―1644

にした

福祉施設編
こぜに

with
フラべぇ

がちゃん
行く!

GYODA Jul.2016

市報ぎょうだ CITY PUBLIC RELATIONS
No.841

亀姫宛徳川家康自筆書状

行
ぎょう

田
だ

サポートひだまり
（運営：合同会社シティーサポート）


